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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所第３回 定例理事会  議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年２月２２日（火）

１８：３０～２３：００　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ
1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山 和征　専務理事長
2. ＪＣＩクリード唱和                            　　豊島　宏　 委員長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　力   委員長
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和　　　　　　　　　　中村 祥之　本部長
5. 出席者の確認（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　横山 隆太　事務局長　
理事長　　　　　　　　　　　船　橋　吾　一
直前理事長　　　　　　　　　荒　井　　寛　（欠席）　
副理事長　　　　　　　　　　野　口　雅　弘（遅参）
副理事長　　　　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　　　　井　上　周　士
副理事長　　　　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　　　　奥　山　和　征
監事　　　                  齋　藤　秀　和（公欠）
監事　　　                  鈴　木　慎　也（欠席）
監事　　　　　　　　　　　　高　橋　　大　

特別委員長　　　            菊　池　　学　
特別委員長　　　            後　藤　吉　伸
室長　　　                  東海林　　仁　
室長　　　                  金　子　　明　（欠席）
室長　　　                  安　藤　太一郎
室長　　　                  三　沢　慶　洋（遅参）
本部長　　　　　　　　　　　鈴　木　辰太郎（遅参）
本部長　　　              　中　村　祥　之
委員長　　　　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長　　　　　　　　　　　伊　藤　健　二
委員長　　　　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）
委員長　　　　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）
委員長　　　　　　　　　　　遠　藤　智　大（欠席）
委員長　　　　　　　　　　　豊　島　　宏　
委員長　　　　　　　　　　　鈴　木　　力
部会長　　　　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）
部会長　　　　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）
部会長　　　　　　　　　　　福　島　隆　之（欠席）
部会長　　　　　　　　　　　會　田　智　弘（遅参）
部会長　　　　　　　　　　  齋　藤　洋　也（欠席）
部会長　　　　　　　　　　　高　野　秀　哉（欠席）
部会長　　　　　　　　　　　矢　口　正　則（遅参）
財政局長　　　　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長　　　　　　　　　　横　山　隆　太
＜オブザーバー＞
会員拡大副委員長　　　　　　長　瀬　洋　一

総務委員会副委員長　　　　　木　村　俊　広
会務セクレタリー　　　      岩　田　雄　治

会務セクレタリー　　　      狩　野　慎一郎
会務セクレタリー　　　　　　河　又　勇　人
　
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山　隆太事務局長　
定款第５章第３２条に基づき、理事会構成委員2分の1以上の出席のため、当会議は成立する。
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
署名人に齊藤秀昭副理事長、後藤吉伸特別委員長。作成人は会務セクレタリー。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
第二回定例理事会の議事録について、本会議終了後に自動的に承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長本日も集まり頂きまして誠にありがとうございます。感謝申上げます。まずは冒頭で本日、部会長が主に遅参・欠席ということで事務局長より発表がございました。なぜ部会長を理事にしたかと言いますと、なかなかこの場において意見、そして質問をするというのは経験上非常に難しいかと思います。ですが我々の最高決議ではありませんが、理事会というところの我々の協議を是非来てもらってどんな形でＬＯＭが運営になっているのかと、次世代を担うメンバーとして理事会の構成メンバーに是非入って頂きたいという思いから部会長を理事にさせて頂きました。是非その辺をお含み頂きまして、特にグループの皆様、その他の方も是非そんなことをお声掛けして頂きたいと思います。やはりこれも皆様も一緒でございますが、毎月１回の理事会を調整し、こうやって来て頂いているかと思います。この辺を是非勉強して頂くと、我々の組織に属して、理事として活動しているというような責任を全うして頂くという中から、是非ご指導をお願いしたいと思います。是非宜しくお願いいたします。まず先月から１ヶ月弱過ぎたわけですが、怒涛の１月が過ぎ、２月に入って少し間が開くと思った次第でありますが、いろいろと活動が盛んに行われました。まずは時系列で申し上げたいと思います。まず理事長職というのもあるかと思いますが、私が行ったものに対しましても、若干報告を含めながら話をしたいと思います。まずは広報渉外委員会、豊島委員長の音頭の元、山形コミュニティー新聞の取材を受けました。吉村代表取締役との取材でありまして、記事といたしましては次号で、今回は黒田君がフリーペーパーに載っていたかと思います。実は訳があってチェンジしたということもありましたが。次号は私が載ります。冒頭に吉村代表が、僕はＪＣが嫌いだと。いうところからスタートいたしました。いろいろ聞いてみますと夜な夜な飲み歩いているというようなイメージが非常に強くて、どういった活動していたかということが分かっていたかとしても、真剣に活動していたというところがご存知なかったのかと。最後には親しい仲になりまして、電話でも原稿の修正等させて頂いておる次第でありますが、そんなこと言いながら本人も飲み歩いていて、夜、私と会ってたりという記事もしっかり載っております。ですが、やはりこういったことで、いろいろなところでお話しするということが大切だということを、今回まざまざと思い知らされました。是非、記事を楽しみにして頂きたいと思います。また豊島委員長の音頭の元、次の広報誌「蔵王」に掲載すべく、榎森会長と対談させて頂きました。武田先輩のご配慮により、こちらはパレスグランデールの素晴らしい部屋を無料で提供して頂きました。今年の私の所信をもう一度説明させて頂き、シニアと現役との関わり、これからどのように関わっていくのかということもお話しを頂き、我々の問題点なるものをシニアにぶつけた次第であります。そうしたところ、シニアの榎森会長が理事長であった頃、１００名を超えようという会員拡大をしたそうです。そして２０名を拡大して、ＪＣレポートにも書いてありますが１００名は越えたということでした。そんな１年を過ごしたそうです。なぜ１００名かといいますと、会員の数はパワー・力だと思い、１００名を超したいと、１００名を超える団体を作り上げたいと思ったそうです。私がぶつけた問題は、会員が減少している現状と、この不況による活動に対する取り組み方の変化を先輩にぶつけたところ、今は恵まれているということをおっしゃって頂きました。今からがスタートだというふうに思えば、まだまだこれから未来が見えてくると話をされていました。１２０、１１０からのスタートで２００というのは忘れて、これからが我々のスタートであるという認識に立って活動をするということも、後ろ向きではなくプラス思考で活動することも必要であるということを教えて頂いた次第であります。私も気がつきまして、その言葉を胸に秘め、これからの１年間の活動に生かしていきたいなと思った次第であります。またもう一つ事業の結果を求めるのではなく、それまでのプロセスをもっと大切にするべきであると。事業の成果、結果、成功を求めるのではなく、それまでのプロセス、どんな段階を踏んでその事業を終えることが出来たのかということを大切にしなさい。そしてそのプロセスにメンバーがいかに関わりを持たせるかということも念頭に置いて運営をしなさいという話も頂きました。まさしくその通りだと思います。どうしても成果を求められる今の世の中において、そのプロセスというものを忘れがちであると思います。仕事においては、受注するかしないかで１００か０の世界でやっているわけで、プロセスは次に生かせる部分でありますが、それよりも結果を求められる。ただこのＪＣは、その結果が良くなくても、例えば委員会が一丸となって活動したかで全く変わってくると思うと。そこをしっかり考えてＬＯＭ運営に繋げていきなさいというご指導を頂戴致しました。豊島委員長からは、この二つの取材を受けるにあたって本当にご苦労されたかと思います。その陰には、與田君や、いろいろなメンバーが関わっていたという事実がありまして初めての試みをさせて頂きましたが、非常にいい体験をさせて頂きましたし是非、これを広報誌「蔵王」の方に、特に今の観点を作成中かと思いますが載せて頂いて、コミュニティー新聞も読んで頂いて、ＪＣが嫌いだった方がどのように変わっていったのか、あの短い文で分かるかと思いますので、是非見て頂きたいと思います。そして四維ＪＣの新年会に訪問して参りました。私、奥山専務、鈴木本部長、近藤副委員長、松田委員、野口副理事長で行って参りました。２００７年に佐藤信勝理事長が観光立市山形の創造に向けて、国際感覚を磨くため、ＬＯＭの成長を促すために、国際姉妹ＪＣ締結をしていきたいという声を上げ、締結に進み２００８年の長谷川浩一郎理事長の元、四維ＪＣと正式に締結をして、現在新年会への訪問による交流を主に活動しております。２００８年の時は、日本ＪＣの相互理解プログラムセミナーにおいて四維ＪＣの子供さんだけを山形にお呼びして事業をしたというような経過もございます。この度、理事長として初めてで、訪問は２回目ですが、非常に素晴らしいおもてなしを受け、非常に今までが素晴らしい環境を築いてきてくれたと実感しました。また、これからの姉妹締結が必ずＡＳＰＡＣ等にも結びついていくと、また私たちのさらなる発展にも結びついていくものと確信をした次第であります。その中で野口副理事長からのメールにもありましたが、私は同席しておりませんでしたが、ある子供が写真を持ってきたそうです。その写真は、日本ＪＣ相互理解プログラムに参加した時の写真だったそうです。非常に思い出深く良かったということをお話しされていたということでした。子供においても大人においても、気づきを与えられる。この姉妹締結というのは、本当に素晴らしいと実感した次第であります。もう一つ改めて勉強したことは、お互いのことをもっと知ろうということで、各々の事業を機会を見つけて説明しあいましょうと、ここ１年の間で話をして参りました。たまたま四維ＪＣの計らいで事業交流会なるものを設営して頂きました。事業ということで我々の年会費をメンバーが会に収めて、その年会費によって運営をしている事業、花火大会、青少年育成事業、例会、公開例会等の説明かと思っておりましたが、全く違いまして、事業説明会ということでありましたが、四維ＪＣの会員の職業紹介というものでありました。ということは職業紹介イコール事業交流会と考えると、仕事の交流をしたいのかと海外姉妹ＪＣとしてはまたは四維ＪＣだけなのかということはありますが、その事業交流というのは、仕事の交流をしたいということを思い知らされました。真意は話出来ませんでしたが、私としては強制的に山形ＪＣの行っている事業を説明して参りまして、そのあと四維ＪＣとしての事業の説明もあった次第でありましたが、実は事業交流イコール四維ＪＣの会員の職業紹介、そして私の自己紹介もしました。職は何かということ、仕事の紹介もさせて頂きました。ということは事業の交流イコール仕事の交流であると、国が違えば考え方も違うというのを思い知らされました。また来年山形に来るということになりますので、奥山専務を筆頭におもてなしの心で対応して頂けるという確約を頂きましたので、是非来年来られた際には、素晴らしいメンバーと交流を図って頂きたいと思います。また日本ＪＣの理事会が行われました。今回はブロック協議会支援委員会の担当で武田副委員長と半田君が出席を頂きました。その中で福井会頭がおっしゃった言葉を最後に理事長としてのご挨拶に代えさせて頂きたいと思いますが、今の時代、地域で、日本で一番では生き残れない。世界一だから生き残れる。世界一のものが多くあれば、そして世界一の活動が出来れば、尊敬される日本が生まれる。世界一の何かを作ってほしいという話をされておりました。実は京都会議でもおっしゃっていたフレーズです。その中にはワクワクする要素が必ず必要である。ワクワクするような世界一を是非作ってほしいと言うことをおっしゃっておりました。世界一を作ろうとなるとなかなか難しいと思います。なかなか出来るものではないと思います。ただ倉敷との合同昼食会でも話をしましたが、私は「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＨＴＥＲ」ということで掲げましたが、是非、世界一にはなれないかも知れませんが、結束のある山形青年会議所を作っていきたいと思っておる次第であります。この「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＨＥＲ」という言葉をもう一度頭に入れて頂いて、委員会運営、グループ運営そしてＬＯＭ運営に繋げて頂きたいと思います。また最後に夢を現実にする特別委員会、昨日まで群山の現調に行っておられました。本当に大変だったと思います。お疲れ様です。またＪＣＩ関係委員会、また出向先でＪＣＩ関係ではマニラでの現場調査にも行かれたと多方面に行っていることを皆様もご確認を頂きまして、労いの言葉をかけて頂きたいと思います。本日も何とぞ宜しくお願いたします。

１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井　寛直前理事長
（欠席のため割愛）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　力総務委員長
１３番確認事項その他合わせ１件、１４番討議事項その他合わせ４件、１５番審議事項その他合わせ４件、１６番協議事項その他合わせ８件、１７番報告依頼事項その他合わせ１５件

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
高橋大監事【質問】

本日、午前中にダウンロードした際は協議事項にＪＣＩアワードが入っていたかと思うが消えていないか。前回、一月の理事会で上程されるべき議案が３つほどあるが、今月も挙がってないが問題はないのか。ＬＯＭブースやＪＣＩアワードや蔵王も先ほど理事長がおっしゃっておりましたが、２月号を発行する際は中身を討議するという形で審議を取っていたかと思うが、そういった議案が全然挙がらないまま蔵王の発行をするのは大丈夫なのか。
鈴木力委員長【回答】

ＪＣＩアワードについては不備があり、一度議案を下げさせていただいた。このあと審議までは進めるが、協議前の休憩時にご用意いたしますのでご理解を頂きたい。
奥山専務理事長【回答】

２月の蔵王についてはシニア会長との対談があり編集をかけているが、審議の段階で大きな変更はないが、シニアクラブでＡＳＰＡＣに対する組織が編成されるということでシニアと現在調整中である。そのため、構成がはっきり出来ていないので下げさせて頂いた。２月の末に発行し、３月に郵送と考えていたが、役員の変更が発生した場合、シニアとの打ち合わせが必要ということで、こちらの発行の際には次回理事会か、臨時で開く等必要だ。また意見を頂きながら進めていく。
船橋　吾一理事長【コメント】

協議案件が増えるのか。もう一度分かりやすく説明して頂きたい。

鈴木力委員長【回答】

協議に入る前に、議案の内容を変更させて頂きたい。１６番協議事項その他合わせ８件となっているが、広報渉外委員会のＪＣＩアワード申請（案）に関する件、ＬＯＭブース出展（案）に関する件が追加となるので１６番協議事項その他合わせて１０件とさせて頂く。また１７番報告依頼事項についてもその他合わせ１６件とさせて頂く。

船橋吾一理事長【コメント】
議案は締め切った状況で新規を入れることは本来あり得ない話である。出来れば協議に８番、９番を追加し、その他を１０番とし、協議を後ほど追加させて頂きたいのと、報告に１件追加させて頂きたいが皆様の意見をお聞きしたい。
安藤太一郎【意見】
議事の採択なのでここに案件名が入っていてリンクが貼られていない状況と、全く貼られていなくてこれを採択するということは違うと思う。
船橋吾一理事長【コメント】
その通り。運営側が入ることを想定し、議案名をここに記すべきである。

鈴木辰太郎【意見】
大変申し訳無い。当委員会も４月調整例会について今ほど鈴木力委員長へ送信させて頂き、今回協議で上程させて頂きたいのだが、基本的にこのアジェンダとしては、その他という欄があるのでその他という認識で良いと思う。そして最終版としてアップするということで良いかと思う。
船橋吾一理事長【コメント】
それもやり方の一つであるが、事前に分かっていることだ、本来であれば、ここに記してあるべき。次回からご指導を宜しくお願いしたい。その他という処理もあるが、ＬＯＭブースと、ＪＣＩアワードに関する件を追加させて頂き、報告にも１件追加させて頂くということで採択を頂戴したい。

【全員賛成で審議可決】

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０１その他
１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣセネターゴルフ対応（案）に関する件　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】
菊池学特別委員長【補足】
この人数ではアテンドが出来ない状況ということは認識して頂きたい。是非、多くの方の参加をお願いしたい。

三浦孝一郎副理事長【補足】
山形青年会議所としてのサポートを群山の方から要求されている。少しの時間でも来て頂ければと思う。
東海林仁室長【報告】

グループ内で各委員長、特別委員長に話をし、一人でも多くのメンバーに参加して頂くようにしていく。

安藤太一郎室長【報告】

日本総会のブロック会長のアテンドもある。そちらと群山のチームと分かれる話をしているので最後のひと押しをしていく。

井上周士副理事長【報告】

参加者もなかなか厳しいということで、責任は自覚している。グループ内では私が参加をする。ＡＳＰＡＣについては、委員長から落としこんで進めていく。
奥山和征専務理事長【報告】
事務局長、会務セクレタリーは当然参加していくが、広報渉外、総務がゼロ回答になっている。早急に取りまとめをしていく。

船橋吾一理事長【コメント】

実はＡＳＰＡＣメールというのがあり、今日メールをさせて頂きました。手探り状態であり、夢を現実にする特別委員会は２回も現調に行き大変だったと思う。また初めての事業のため、情報提供もままならないと思う。海外事業となると、なかなか行けないという方が多いと思うが「行ってみよう」という気持ちに是非なって頂きたい。１１０名のメンバー皆で共有し、多くの方に参加して学びや仕事に繋げて頂きたい。四維ＪＣの新年会についてもタイトなスケジュールでしたが、多くの気づきや学びがあった。メンバーにもそんな気持ちを持って頂きたい。今理事長としてＡＳＰＡＣの説明をしているが、やっていることは凄いことで、山形の活力に必ず繋がります。「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」にも結び付く大会であることも間違いありません。ただ、活動するメンバー皆様が大変なのも分かりますが、この素晴らしい大会を私たちが本気になっていくという気持ちを少しでも持って頂きたい。自分が行けないとしても委員会メンバーに声をかけて頂きたい。そこをお願いしたい。責任感ではなく、「行ってみないか」という気持ちでメンバー声掛けをして頂きたい。これから夢を現実にする特別委員会、そしてグループがますます発信していきますのでその言葉に耳を傾けて頂き、ＡＳＰＡＣ招致活動に結び付けて頂きたいと願っている。初めて一歩踏み出すことですので、これは１１０名の一歩でなくてはなかなか難しいことです。花火大会第１回を開催する時もそうでした。是非、皆様のご協力をお願いしたい。
討議―０２　第３２回山形大花火大会の企画・実施（案）に関する件　　　　花火大会特別委員会

矢口政則部会長【上程】
中村祥之本部長【補足】
先月も申し上げたが、決算総会が来月ということで、また公益との関係もあり私の協議の議案でも話をするが、予算や、協議会全体で使う費用についても例年と同様なのかまだはっきりしていない。それによって中身も変化するので現在については案として上程させて頂く。

東海林仁室長【補足】
本日のワクワクキーワード一つ目が「艶やか」。後藤特別委員長の元、艶やかな花火を８月１４日上げるので宜しくお願いしたい。

中村正利委員長【意見】

今までの流れをそのまま汲んだ形でいると見ている。是非、継続出来る花火企画をお願いする。

井上周士副理事長【質問】

本年の工夫と期待される効果について、観客参加型を目指す。子どもたちと作り上げる花火を検討、次世代を担う子供たちに夢が形となるとあるが、どういった本年度は趣向を凝らした企画か教えて頂きたい。

矢口政則部会長【回答】
観客参加型は今までなかったと思う。例えば、音楽のライブのように皆さんと一緒にうちわを使ったり、うちわを照らしたり、「観客と一緒に」というのを考えている。子ども企画については花火師さんから「花火教室」を開いて頂き、夢のある花火を描いてそれを形にするという感動がある企画を考えている。
井上周士副理事長【意見】

花火が上がっている時に拍手とかはイメージが湧かない。子ども達に花火がどのように上がるのか。雨でも花火が上がるとか。なぜかということを説明し少しでも花火に興味を持って頂く運営企画をお願いしたい。また、昨年からの引き継ぎ事項でエコ花火とミス花火コンテストも素晴らしいことだが、本年のカラーをもっと出した企画をお願したい。

三浦孝一郎副理事長【質問】

花火大会のイメージの中にインターナショナル花火（検討）とはどんなものか。
矢口政則部会長【回答】
外国の花火と日本の花火は違うという。他県の花火大会で実際にしている。イタリア、ポルトガルでインターナショナル花火としてやっている。ＡＳＰＡＣを意識してインターナショナル的な花火を上げたいと考えている。
三浦孝一郎副理事長【意見】

是非、花火だけではなく、大会もインターナショナルになるような取り組みをお願いしたい。我々もサポートします。
船橋吾一理事長【コメント】

ワクワクするような世界一の花火を上げてください。
討議―０３　第３２回山形大花火大会市民サポーターの募集（案）に関する件　

花火大会特別委員会

矢口政則部会長【上程】

中村祥之本部長【補足】

持続可能な花火大会を作る上でメンバーだけの力では不足である。通年になっているがサポーターの申し込み等の資料についてご意見を頂きたいと思う。例えば、サポーターに登録をしてもらってからの交通手段について、作業中の事故についての保障についても申し込みの段階で記載するべきかと思う。責任の所在を明確にするべきだと思うが、皆様からのご意見を頂きたい。

後藤吉伸特別委員長【補足】

公益性を目指すということで花火の会計も変わってくるが、それに伴い事業そのものも公益性を追求するべきである。その中でサポーターとの関わりをどうするかも大切なことなので広くご意見を頂きたい。

東海林仁室長【補足】
「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＨＴＥＲ」一人でも多くの方と一緒にこの花火を上げたいと思う。
井上周士副理事長【意見】

公益性を高めるためにもＪＣＣ以外にも芸工大、仕事をリタイヤされた方にも広く応募した方がいいと思う。また例年気になるのが、ＪＣＣ任せにしてメンバーが何もしないというということがあるので気をつけて頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】

香港シティレディーＪＣ・韓国など対外的なお客様が来ることも考えなければならない。また警備についても頑張らなくてはならない。
船橋吾一理事長【コメント】

サポーターについては、危険も伴うので責任の所在を明確にすることはとても大切です。サポーターは一つの思い出作りになりますが、人の命を預かっているという認識をしっかり植えつけて運営スタッフになってほしいと思います。
討議―０４　その他

削除

１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―０１　新春賀詞交歓会式典・懇親会開催事業報告（案）並びに決算（案）承認に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員交流委員会

中村正利委員長【上程】
井上周士副理事長【補足】

本当にみなさまの多大なるご尽力を賜まった。誠にありがたい。

高橋大監事【監査報告】

過日関係書類を監査した結果、適正に処理されていたことをここにご報告申し上げる。

後藤吉伸特別委員長【意見】

引継ぎ事項をみたが、来年の担当する委員長は、この議案を参考に進めていくしかない。この引継事項に書いてある大半のことが例年やっていること。あらためてここに書くことなのか。これ以外に記載しなければならないことがたくさんあるので、是非それをしっかりと載せて頂きたい。
中村正利委員長【回答】

引継は、委員会の方で各個人全員から聞き取りしている。次年度にしっかりと引継をする。
三浦孝一郎副理事長【意見】

テーブルの大きさが人数に対して小さく感じた。一つのテーブルに１５人も案内するケースもあった。そういうことも議案にのせ、次年度に引継をして頂きたい。
菊池学特別委員長【意見】

会場の中と外のリンクがされておらず、委員会がしっかり機能していなかった。急遽、オブザーブでいらした方が増えた時も、委員会の方は何もしていなかった。中、外、受付のリンクがしっかりしていれば対応出来たのかと思う。議案に画像が載っていてよかった。
【全員賛成により審議可決】

審議―０２　１月定時総会の開催事業報告（案）承認に関する件　　　　　　　総務委員会

鈴木力委員長【上程】
鈴木辰太郎本部長【質問】
委任状の提出が期日に間に合わなかった方、総務として会社に赴かなくてはいけなかった方は、どれくらいいたのか。

鈴木力委員長【回答】
委任状の提出で期限まで届かなかった方が、４０名くらい。その後、委員会で連絡をし、１番遅かった方は、総会の１時間前でした。

鈴木辰太郎本部長【意見】
もったいない時間を使っている部分があるように思う。次回も１００％期待しております。

【全員賛成により審議可決】

審議―０３　２月連絡調整例会の開催事業報告（案）並びに決算（案）承認に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員会

鈴木力委員長【上程】
奥山和征専務理事【補足】

今年度初の連絡調整例会は、特別委員長、本部長、委員長の皆様方からご協力を賜りまして、短い時間だったが大変有意義な例会ができたと思う。
高橋大監事【監査報告】
適正に処理されていたことをご報告申し上げる。
鈴木辰太郎本部長【質問】

１月２月と過去にない高い出席率で行われ感心している。この連絡調整例会は、「三方よし」という考えで、例会と懇親会を一体化して行い家族のある方は早く帰れる設営と理解している。一体、その効果はあったのか、そして会計処理も報告するべきだと思う。
鈴木力委員長【回答】
懇親会は、事務局に担当頂いたので議案に添付していない。
奥山和征専務理事【回答】
懇親会は、元々予算上、事業費とみていなかったもので議案として出していない。しかし、指摘の通り報告を議案にのせ、提出すべきと思う。その際会の写真なども合わせて添付出来ればと思う。４月に関しても、今回と同じような日程で報告議案として記載し上程を出来ればと思う。
鈴木辰太郎本部長【意見】
懇親会の設営についても、席順を年代別にしたのはおもしろい案ではあるが、２月のこの時期にやってしまうと委員会内の懇親を図るため、やはり懇親会後に委員会設営になってしまった。そういう意味で、早く帰るという目的が達成できなかった。時期的なものと戦略を持ちアドバイスを得るため、理事会で上程してもいいと思う。
【全員賛成により審議可決】
審議―０４　その他

削除

１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

協議―０１　４月連絡調整例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　夢を現実にする特別委員会
齋藤伸治部会長【上程】

鈴木辰太郎本部長【補足】
定期発送があるので日時と場所の審議だけは頂きたい。内容に関してフェイスブックのご紹介を追記している。予算の部分で長野ＪＣへの記念品費を当初計上していたが、事務局と相談し４月から７月へスライドした。

菊池学特別委員長【補足】

審議上程できなかったことをお詫びする。

井上周士副理事長【意見】

事業目的の内容が薄い。また例会の内容も薄い。講師の資料も添付して頂きたい。

【全員賛成により部分審議可決】

協議―０２　第３２回山形大花火大会の実施（案）に関する件　　　　　　　花火大会特別委員会
中村祥之本部長【上程】

後藤吉伸特別委員長【補足】
公益性を追求するにあたり、事業のプロセスや組織体の透明性を確保していかなければならない。

高橋大監事【意見】

山形市の補助金の使途として「煙火代」ということで監査へ説明しているという事実もあるので「煙火代」という言葉を使うに当たって注意して頂きたい。

協議―０３　５月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　　　ひとづくり推進委員会

伊藤健二委員長【上程】

東海林仁室長【補足】

メンバーの例会、家族例会、それから公開例会であるという３つを念頭におき、このような議案になっている。みなさま家族の皆様をお連れ頂きこの例会も１００％例会、家族の皆様と市民の皆様と共に盛り上がる公開例会となりますようご意見の方、頂戴したいと思う。
松田勝行副理事長【補足】

講師の選定に関しまして、為末選手と朝原選手共に１度は名前の聞いたことのある日本を代表するトップアスリートでございます。皆様にご協議頂き次回の審議に向け精査を進める。

菊池学特別委員長【意見】

ダウン症と健常者の触れ合いも議案に挙げて頂きたい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

対象年齢の確定と、会場の内外の設定はどうなっているのか。
伊藤健二委員長【回答】

できれば外でと考えているが、室内で行う事も十分に考えられる。現在検討しているのは、落合スポーツセンターメインホールの体育館だが、観客席にてお子さんの走っている姿を親御さんが一緒にスタンドでみる方法を考えている。対象は、小学生あたりの子供たちを対象といまは考えている。
三浦孝一郎副理事長【意見】

講師によって目的や事業の内容対象を絞ればもっと事業の中身も見えてくると思う。担当の講師を早々に決め事業の中身を練り込んで頂きたい。
井上周士副理事長【意見】

差別がないように知的障害者への対人マニュアルが必要である。

船橋理事長【コメント】

走ることはスポーツの基本です。不都合がないような募集方法などを踏まえた受付マニュアルの確立をして頂きたいと思います。宜しくお願い致します。
協議―０４　やまがた案内番所の発信と検証（案）に関する件　　　　　　ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】
酒井貞和委員長【意見】

加盟店に投げかけられることがあったらいいと思う。

矢口政則部会長【質問】

加盟店の新規の募集はしているのか。
伊藤健二委員長【回答】

去年の経緯があったので、募集はしていない。新規は募集せずに、今の加盟店と共にどういった事が新しいやまがた番所なのかを検証していく一年にしていきたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】

加盟店のための案内番所ではなく、山形に来てくれた人のためのものである。継続事業なのに加盟店からの要望とのずれが見られる。

船橋吾一理事長【コメント】

実は商工会議所の二号議員になっておりまして観光部会に所属おります。ちょうどこの場所で部会を先日したのですけど、スズラン街か駅前の飲食店を経営されている年配の会員の方が堪りかねておりました。その方はもともと山形の方ではないのですけど山形が好きで移住し、こちらで店を開いたということでした。「山形の玄関口がなんでこんなに臭くて、危険な街なのだ。これを何とかするのがあなたたち商工会議所でしょ。」という話をされていました。これがすべてではありませんが、何かしら求めているものを整理できる役割を担えればなと思います。ほんとに足で稼いで頂いてありがとうございます。すばらしい番所に発展していって欲しいと思います。
協議―０５　ＫＩＤ’Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！から広がる山形式芸術事業の企画・実施（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】

東海林仁室長【補足】

来月の上程予定だったが山形美術館の予定に合わせると７月の事業時期しかなかったためにこの度の上程となった。山形に素晴らしい美術館があるということとそれによって子どもの可能性を引き出すという意味でも山形青年会議所と山形美術館が手を取り合ってしなければならない事業であると信じて伊藤委員長をはじめとする委員会が動いている。

松田勝行副理事長【補足】

最初は姉妹ＪＣの交流事業として始めた事業である。担当の委員会にならないと知らないという人が非常に多い。ナビゲーターとして講習を受けて内容がわかっている人もいるが街に来てくれた人にこのような美術館があるというひとつの切り口で街の魅力を語れる人をメンバーから募って頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【質問】

山形美術館はやりたくないのか。もしくは山形美術館が主体的にしたいということなのか。
伊藤健二委員長【回答】

言葉の端々ではどうして山形ＪＣでやるのかと私は感じた。昨年から窓口が館長から学芸員になったことによってこのような現場の意見が出ていると思う。

鈴木辰太郎本部長【意見】
本来、山形ＪＣの事業は毎年しなければならないわけではない。リトルリーグのように広報を山形ＪＣでして、事業は美術館にトスしても宜しいのではないかと思う。

後藤吉伸特別委員長【意見】

これまでの経緯を若干説明したい。マナーの問題はあったが、加藤館長のトップダウンのもとやってきたことなので学芸員の方は言いたいことも言えずにいた。親御さんたちに対して教育したらいいのではないかというのが昨年の提案であったのだが、結局、親の方がだらしない。山形ＪＣで事業をしたときに県外のお客様がいた。その時、子どもも多く騒がしく、山形の美術館はこんなものかと言われ学芸員は悔しい思いをしたということであった。このことに対して山形美術館に謝り、昨年はなんとか首の皮一枚つながった。反省すべき点は私たちにもたくさんありますが、あちらとコミュニケーションを取って歩み寄っていけば、もっと事業としての可能性は広がっていくと思う。

船橋吾一理事長【コメント】
継続事業には紆余曲折あると思います。でもそれをクリアしていくのが本年度の委員長と我々であると思いますので、皆さんで協力してもっと魅力を伝えていかなければならないと思います。

協議―０６　６月公開例会開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
酒井貞和委員長【上程】
田牧大祐財政局長【コメント】

まずは見積書の入手をして頂きたい。

中村祥之本部長【質問】

予算の会場基本使用料が明記されておりますが、どちらで予定されているのか？
酒井貞和委員長【回答】

山形テルサホールで予算を組んでいる。
中村祥之本部長【意見】

講師費用を４０万で組んでいるが、個人的には岡田監督がいい。このくらいネームバリューがあれば、広報にお金をかけなくても人が大勢来ると思う。テーマや対象とする人によって変わってくると思うので、楽しい例会になるように講師の選定、会場の選定など頑張って頂きたい。

高橋大監事【意見】

お願いだが、議案を書く際にはもっと整理して書いて頂きたい。事業実施の背景は、今どのような状況で時代背景なのか、青年会議所はどのような環境に置かれているのかを整理して書かなければならない。そして目的にはその状況、環境を改善するためにはどういうことをしなければならないということを書かなければならない。その上で、その目的を達成するためにはこういう講演が必要だ、だからこういう講師が候補として挙がってくるということを、きちんと上から読んでいって分かるように議案を作っていかないと意見が言えるような状態ではない。次回まで理路整然と説明できるように議案を整理して頂きたい。

鈴木力委員長【意見】

当日のタイムスケジュール、開催までの予定、チラシ配布等設営に関しては考えていると思うが、なぜこの講師を選定したのかという事がもっと思いを込めてもいいと思う。この話し合いなどは委員会メンバーと話していて話がはずむのではないかと思う。
會田智弘部会長【意見】

個人的には非常に楽しみな内容である。ＪＣのＰＲブースを設営するということだが、具体的に市民の方々に広く私たちの活動を知って頂くためにということを加味して頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】

例会として２００名呼ぶのか６００なのかで目的が変わってくると思う。会場で変わるのではなく、きちんと目標を定めて頂きたい。ルーム電話対応マニュアルとあるが、これは何か？

酒井貞和委員長【回答】

今回の例会は一般来場の公開例会なので、受付を行って席の埋まり具合、進行状況など確認したいところがあるのでルームに電話を頂いて対応したいと考えている。

鈴木辰太郎本部長【意見】

７０万の予算額から言って２００人では少ないと思う。昨年からもわかるようにあの会場では当日対応では間に合わない。事前に募集人数の見込みをつけて、途中経過を見て足りなければメンバーから参加募集をかけて頂くなどの動きが出てくると思う。

船橋吾一理事長【コメント】

本年公開例会が少なくなっている中での貴重な例会です。担当委員会の皆さまには大変ご苦労を掛けると思いますが宜しくお願い致します。また我々の発信、又は組織力の向上のための例会を企画していきたいと思います。最後まで宜しくお願い致します。

協議―０７　山形ＪＣシニアクラブとの交流（案）に関する件　　　　　　会員交流委員会
中村正利委員長【上程】

井上周士副理事長【補足】

じゃがいもクラブの野々村会長とお話させて頂いたがじゃがいもクラブはクラブで表彰式を終わしてシニアクラブは江守会長を代表にした設えでとお言葉を頂戴している。これを踏まえてシニアと現役との交流を置き、会の運営を進めて行く。御協議お願いしたい。

三沢慶洋室長【質問】

予算として、設営費のみ　登録費としてシニアと現役との差の記載はどこに記載があるのか。

中村正利委員長【回答】

本会計の予算書の他に、参考資料に居食部分に仮に付けさせて頂いている。登録費はシニアが５０００円、現役が３０００円とで記載させて頂いている。

後藤吉伸特別委員長【意見】

この事業をがんばり、ぜひ今回の失敗を挽回してほしい事務局からの指示を待たずに「自分がやる」という気持ちで頑張って頂きたい。事務局と連携して事業を進めてほしい。添付資料の備忘録だが委員長の所で消化して頂きたい。添付を削除して頂きたい気をつけてほしい。

船橋吾一理事長【コメント】

この微妙な表現の通り、夢を形にすべくまた我々の組織力向上の為にパワーアップの為に、この会をぜひ開催していきたいと思います。委員会の皆さま、今後とも宜しくお願いします。

協議―０８　ＪＣＩアワード申請（案）に関する件　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
大河原主務員【上程】

豊島宏委員長【補足】

スケジュールが遅れ申し訳ない。私の責任である。時間の無い中ではあるが頑張っていきたい。
三沢慶洋室長【補足】

ラインの室長として管理の方甘くなってしまった。皆さまの貴重な御時間を頂戴し大変申し訳ない。一回目の協議だが宜しくお願いしたい。

奥山和征専務理事【補足】

本委員会の責任者は私である。お詫び申し上げる。協議宜しくお願いしたい。

菊池学特別委員長【意見】

過去のアワード受賞の確認をして頂いたか。アワードで大切なのは、人数・面積・予算・数字・そして結果がインパクトあるものが選ばれている事例がある。なぜＫＩＤ’Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤なのか美術館の方からＪＣでなくてもいいのではと言われている事業にもなっている。上げる理由を明確にして頂きたい。花火とかもあるので御一行願いたい。

後藤吉伸特別委員長【意見】

菊池特別委員長とかぶるが、山形青年会議所として事業の実態がどうだったかを加味して頂きたい。背景も御調べになって上げているのか。

豊島宏委員長【回答】

委員会としては青少年育成というカテゴリーがあるのでこちらを上げさせて頂いた。

後藤吉伸特別委員長【意見】

いろんな背景を御調べになって頂きたい。青年会議所の実態を考えて頂きたい。

高橋大監事【意見】

何のためにＪＣＩアワードするのか。ＡＳＰＡＣを狙うＬＯＭだから一回くらいアワードを取らなければいけないからするのか、アワードは取れなくても青年会議所の事業を発信するためにするのかどちらかに軸をしっかり決めなければならないと思う。花火は非常にお金の掛かる事業なのでなかなか受け入れられない。ＬＯＭとしてしっかり考えて頂きたい。

船橋吾一理事長

今高橋監事からありましたように原点に戻るべきだと、ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣを開催するのが目的になっていますが観光立市山形の実現の一つの手法であって私が云わんとしているキーワードの活力ある山形に結び付けていく一つの手法です。観光立市に目を向けた時、ＪＣＩアワードと言う所に申請をして山形青年会議所の事業をより知って頂いてまた我々の高みへ結びつけていく。ただ訳ありＬＯＭだから出すでは無く対極的に考えて頂きたい。今高橋監事の話の中でお金の掛る事業は受け入れられない、受け入れられる、られない、の話では無いが、更なる我々の事業に機転を置いてその事業の組み立てをして頂きたい。はっきり言って委員長の事業になっていません。ですから次回は副委員長の力を借りずに自分で上程出来るように持って行って自分の言葉で上程出来るよう常任でも上程お願い致します。確認メールもお願いします。

協議―０９　ＬＯＭブースの出展（案）に関する件　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会

豊島宏委員長【上程】
井上周士副理事長【意見】
何の大会で何を設えするのか、鉢巻をどの大会で使うのか記載して頂きたい。過去の議案を参考にしてお願いしたい。

鈴木辰太郎本部長【質問】

前年度の引き継ぎから襷が好評だったとなっているがなぜ鉢巻きに変わったのか。

豊島宏委員長【回答】

過去の資料で襷など身につける物とあったので、襷のままより、鉢巻ほうが目立つと思った。

鈴木辰太郎本部長【意見】

鉢巻の理由が薄い事は分かった。昨年の世界会議が襷だったが非常に講評だった。鉢巻より目立つと思う。お考え願いたい。ＬＯＭブースは一括で予算をとるのではなく、毎回とったほうが良いと思う。

東海林仁室長【意見】

本日近藤副委員長と大河原委員がいらしているが、マニラ大会の際、両名は出向の為居ません。他のメンバーも出向で居ない方も多いと思う。皆で山形ＪＣを盛り上げるためにお手伝いをするがこの議案でメンバーも委員長もどこまで理解できるか、場所は海外である私も去年いろんな方からお手伝い頂いたが、理解していないとお願いすら出来ないと思う。どこで何を出すのか海外に肉をもって行けるのか。お調べか。

菊池学特別委員長【質問】

今年、ブロック会長を輩出しているのでブロックのＬＯＭブースは出さないのか。２００８年は出している。

三浦孝一郎副理事長【意見】
ＪＣは費用対効果で割り切れないが委員長が先頭になってお誘いしなければならない人。こういう事をするので各委員会何名など、物はいいが一つ一つに理由が欲しい。現場調査に行けとは言わないが行かないのであればそれなりに今までとは違う良い物をお願いしたい。

船橋吾一理事長【コメント】

議案については今あったとおりです。あなたの下には委員のメンバーが居るのです。一年間預かると言う事だけ考えてください。

協議―１０　その他

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長

報告―０１　四維ＪＣ新年会への参加について　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【報告】

報告―０２　新入会員募集に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

酒井貞和委員長【報告】

報告―０３　山形ブロック協議会出向者の活動支援並びに渉外活動支援に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会
安藤太一郎室長【報告】

報告―０４　公益社団法人格取得の準備に関する件　　　　　　公益社団法人推進プロジェクトチーム
田牧大祐財政局長【報告】

報告―０５　２０１１年度京都会議参加の御礼　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【報告】

報告―０６　４ＬＯＭ合同例会参加に関する件　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木力委員長【報告】

報告―０７　「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト２０１１」に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形ブロック協議会協働運動推進委員会
三沢慶洋室長【報告】
報告―０８　弔慰金（２月度）について　　　　　　　　　　　　　　　事務局
各自確認

報告―０９　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　事務局
各自確認
報告―１０　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　事務局
各自確認
報告―１１　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　事務局
各自確認
報告―１２　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　事務局
各自確認

報告―１３　公益社団法人日本青年会議所　理事会・総会参加依頼について　事務局
各自確認

報告―１４　年会費納入について　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
各自確認

報告―１５　報道機関出演について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
各自確認
報告―１６　その他
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

２０１１年度第４回定例理事会

２０１１年３月２９日（火）パレスグランデール

１９．監事講評
高橋大監事
皆さま、長時間に渡りお疲れ様でした。本日は反省して疲れた方々居ると思うので手短に、皆で決めたルールはしっかり守りましょう。と自分たちで決めたルールも守れないような団体はどんな事業をしても発信しても説得力があるとは到底思えません。ですので、まずは自分たちで決めた事を守ることから始めて行かなければと思います。「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＨＴＥＲ」皆さんで頑張りましょう。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
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